
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

阿戸阿戸阿戸阿戸っっっっ子子子子    

 

たて割り班掃除に取り組んでいます 

 本校では、たて割り班を組織して様々な活動を仕組んでおります。その一つとして、

掃除活動に取り組んでおります。１年生から６年生までの異学年での交流を通して、学

年を超えた関わりを大切にしています。上学年は、下学年の面倒を見ながら掃除の手

順や気をつけること等を教え、下学年は、お兄さんやお姉さんの指導のもとで掃除のコ

ツをつかんでいく活動です。このような交流を仕組んでいくことで多くの事柄を学んでい

けると考えております。是非、機会があればその活動の様子もご覧ください。教職員も

一緒に掃除に取り組んでおります。 その他にも、縦割り班活動としてにこにこ朝会､さら

には、たて割り遊びや中学生との交流も計画しております。豊かな人間性を育んでいけ

る取り組みの一つとしてこれからも継続していきたいと考えております。 

 

参観・懇談・ＰＴＡ総会お世話になりました 

  始業式・入学式を終えて、3 週間が過ぎました。児童・教職員も気持ちを新たに、学

校のリズムを取り戻し元気に励んでいるところです。この時期、朝夕の気温の差があり､

体調を崩しやすくなっております。お子様の体調管理には気をつけてあげてください。 

 さて､4 月 21 日(土)の土曜参観・懇談・さらには PTA 総会と、多くの保護者の方に参加

していただき、大変ありがとうございました。児童の授業の様子、担任の指導の様子を見

られていかがでしたか？子どもたちの成長を願い、学校と保護者が共に手を携えて取り

組んでいけたらと思っております。子育てのことで､何かご心配なことがございましたら､

担任の方へ連絡帳や直接電話連絡でも結構ですのでご相談ください。 

 

平成２４年４月２６日 

広島市立阿戸小学校 

5 月号 

読書指導に取り組んでいます 

本校では､「ねこバスの日」といって毎月第３火曜日､めだかクラブの方に本の読

み聞かせをしていただいております。大休憩に本の読み聞かせをしてくださるので､

子どもたちは楽しみにしています。さらに､今年度からは月一回、１・２年生に対し

て朝読書の時間に本の読み聞かせをしていただくことになりました。 

また､新しい図書室の完成に伴い､ねこバスの皆様には､図書室の整備もしていた

だいております。子どもたちが図書室に行ってみたくなるように､いろいろと工夫を

していただいているところです。 

ＰＴＡの成人教育部の方にも、「本の森探検クラブ」というボランティアの組織で

活動をしていただいております。１年に３回、全学年に本の読み聞かせをしていた

だいております。児童の皆さんにしっかり本に慣れ親しんほしいと願っています。

本はこころの栄養です。 

今年も一年間どうぞよろしくお願いいたします。 

新しくできた図書室の様子 

図書室の入り口は、白を基調とし明るい

です。 

木目調のフローリングで､落ち着いた

雰囲気です。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

学校経営計画からの取り組みから（その１） 

 本年度の学校経営計画についての４本の柱の一つに「学力の向上」があります。「学力向上」の取り組みでは、次の３点を掲げております。 

  （１）話し合い活動を取り入れた授業研究の推進（２年次） 

  （２）自己有用感・達成感を味わわせる自主活動の取り組みを行う。 

     ①家庭学習の習慣化 

      ②キャリアノートの活用 

 （３）朝の活動の時間に基礎学力を養うための活動を行う。 

       ① 朝読書と読み聞かせ 

② 英語、計算力、漢字力  

今月号では、「学力の向上」についての具体的な取り組みの一端を紹介します。 

(３)②の『計算力の向上への取り組み』です。今年度、全学級で１００マス計算の取り組みを始めております。次のような手順で全クラスで取り組んでいます。    

準備 

・百マスノートを使う。 

・乱数表を見て，外枠に数字を書き込む。全ページまとめてやっておく。引き算は，上の段に乱数の 

１０の位に「１」をつけて書く。 

・目標タイムを設定する。（昨年度５年生の例：＋→２分，－→３分，×→２分，÷５分） 

・割り算については専用のプリントを使う。 

やり方 

・「用意，始め」で一斉に計算を始める。縦と横の筋が交差するところに計算の答えを書く。 

速さを求めるので字のていねいさは必要ない。消しゴムも使わない。 

・自分が１００問やり終えた時点で大きな声で「はい」と合図をする。教師はストップウォッチで 

できたタイムを読み上げていく。速くできたら確かめをしたり直したりしてもよい。 

・目標タイムが来たら「やめ」の合図で途中でもやめる。 

・答え合わせをする。 

・できた数か，全問正解にかかった時間をノートの裏表紙に記録する。自分の自己ベスト記録に 

赤丸を付けておく。 

  

集中して計算に取り組んでいる。 計算後、自分たちで答え合わせを！ 


